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によると、2013 年の調査時には ALT を活用している
小学校が 7,735 人であったのに対し、2018 年の調査








































した教員の 50％が小学校の 3、4 年生に外国語活動
を行い、英語を教えることに不安を感じていると報
告している(イーオン, 2019）。英会話教室や英語教材
































































































































教育学科 3 年生英語科教育法受講者 23 名であった。
調査期間は令和元年 10 月〜1 月の 4 ヶ月間で、研究
方法として、質問紙調査を用いた。 
調査内容は、(1) 発音練習について(4件法) (2) 発
音練習について(自由記述) (3) 発音練習結果につ
いて(5 件法) (4) 教室英語について(4 件法) (5) 教
室英語について(自由記述) (6) 英語活動体験につ
いて(選択) (7) 英語活動体験について(自由記述) 
(8) 英語活動体験について(4 件法) (9) 英語の授業
を行なうことについて(5 件法) (10) 英語自体に対
する気持ちの変化について(5 件法)であった。質問紙








音練習のインプット）(2)Siri や OK google を使用し
た教室英語のフレーズ練習（発音練習のアウトプッ
ト）(3)英語の絵本・英語の歌・英語のゲームなどの
英語活動実践をさせるという 3 つの方法を用いた。 
２−１．発音練習について 
 英語授業に不安を抱く学生は、英語が苦手であっ
た本研究では、/ l /、/ r /、/ ð /、/ θ /、/ s /、/ v 
















ルク, 2009)にあるフレーズを、1 回あたり 20 フレー
ズ程、既習の発音に気をつけながら練習した。その











































人数 20 2 0 0 


















表 2．出現頻度順（3 以上） 
名詞  発音(12)、練習(8)、舌(4)、動き(4)、イラスト(3) 
動詞  できる(8)、分かる(4)、知る(3)、思う(3) 
形容詞  やすい(5)、良い(5) 
※ ( )内は出現頻度 
 

































人数 6 11 4 1 0 



















人数 19 3 0 0 








が 2 回、英語が 2 回であった。動詞については、で
























歌 絵本 ゲーム 































































人数 21 1 0 0 




























人数 3 17 0 1 0 























人数 7 12 2 0 0 
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